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九州運輸局

① 「見える化共通入力フォーマット」を開く

② 「01更新履歴」、「02自治体」、「03事業者」の入力

③ 「06停留所」の入力

④ 「05運行日」の入力

⑤ 「路線シート」の作成

⑥ 「路線シート」の入力

⑦ 「系統セット」の実行

⑧ 「04系統」の入力

⑨ 「系統別時刻シート」の作成

⑩ 「運賃入力ファイル」の作成

⑪ 「運賃入力ファイル」への運賃データの入力

⑫ 「見える化運賃」ファイルのエラーチェック

⑬ 「GTFS-JPデータ」の生成

「GTFS-JPデータ作成体験キット」 作業手順書（概要）

作業手順

○ 生成した「GTFS-JPデータ」のエラーチェック

参考
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○ 本キットで使用する「見える化共通
フォーマット」は、以下のHPで公開
されています。

・見える化共通フォーマット

https://www.rosenzu.com/net/
mieru/fm/

○ 実際のデータ作成の際には、上記HP
から必ず最新版のフォーマットをダ
ウンロードして使用してください。

○ 本キットで利用する機能は、各ツー
ル類が備える機能のごく一部に留ま
ります。その他の機能の使い方は、
公式解説書（上記HPに掲載。）を参
照してください。

Tips

※ 本キットは、自己責任の下で御利用ください。万一、本キットを利用したことにより何らかの損害が発生した場合でも、九州運輸局では責任
を負いかねますことを、あらかじめ御了解ください。

※ 体験キット中のサンプルデータは本キット用に加工したものであり、宮崎県串間市のコミュニティバス「よかバス 上大矢取線」の実際の運
行状況とは異なります。データに関する同市へのお問合せは御遠慮ください（九州運輸局交通企画課宛に御連絡ください。）。



九州運輸局「GTFS-JPデータ作成体験キット」に含まれるファイルの説明

01. 【体験用】見える化共通入力フォーマットver2.3q.xlsm

… 各種データを元にGTFS-JPデータを作成するファイルです。本キットでは、本ファイルを利用してGTFS-JP
データを作成します。なお、本キットは「Ver2.3q」を元に作成していますが、本番のデータ作成時には、必
ず「見える化共通フォーマット」の公式HPから最新版をダウンロードして利用してください。

※本キットでの「Ver2.3q」の同梱・配布については、権利者の許可を得て行っています。

体験用ファイル

02-1. 【素材１】上大矢取線_時刻表（架空）.xlsx

02-2. 【素材２】上大矢取線_停留所名（ふりがな、英語）.xlsx

02-3. 【素材３】上大矢取線_停留所緯度経度.xlsx

02-4. 【素材４】上大矢取線_運行除外日（架空）.txt

02-5. 【素材５】上大矢取線_運賃表（架空）.xlsx

… GTFS-JPデータの元となるデータファイルです。これらのファイル中
の内容を「見える化共通入力フォーマット」に入力します。なお、各
ファイル中に記載の内容は本キットでの体験用に調整しており、本来
の宮崎県串間市のコミュニティバス「よかバス 上大矢取線」の実態と
は異なるものとなっています。

素材ファイル
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公共交通利用促進キャラクター
「のりたろう」



九州運輸局「GTFS-JPデータ作成体験キット」に含まれるファイルの説明

03-1. 【参考１】串間市よかバスマップ.pdf

03-2. 【参考２】串間市よかバス停留所位置.pdf

03-3. 【参考３】上大矢取線時刻表.pdf

… 「素材ファイル」の記載内容の参考資料です。通常、このような資料が紙で利用されているかと思います。
本来的にはこれらの資料から「素材ファイル」を作成することが、GTFS-JPデータ作成のための第一段階（前
準備）となります。

参考ファイル

04-1. 【見本１】見える化入力例（路線入力前）.xlsm

04-2. 【見本２】見える化入力例（系統セット前）.xlsm

04-3. 【見本３】見える化入力例（ステップ１完了）.xlsm

04-4. 【見本４】見える化運賃_20200210.xlsx

04-5. 【見本５】見える化入力例（ステップ２完了）.xlsm

… 本キットにおいて作業を進めていった場合に作成される「見える化共通入力フォーマット」ファイル及び「
見える化運賃」ファイルを、作成段階ごとに途中保存したファイルです。作業を進めて行ったが途中でエラー
が出る等により次の手順に進めなくなった場合には、どこが違うのか、これら「見本ファイル」と見比べて確
認することができます。

なお、各ファイルの作成段階（途中保存時点）は、以下のとおりです。

・見本１：作業手順④の後、⑤の前 ・見本２：作業手順⑥の後、⑦の前

・見本３：作業手順⑨の後、⑩の前 ・見本５：作業手順⑬の後

見本ファイル
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九州運輸局作業手順① 「見える化共通入力フォーマット」を開く

○ 「【体験用】見える化共通入力フォーマットver2.3q」を開きます。

セキュリティの警告が出た場合には、
「コンテンツの有効化」をクリックし
ます。

本キットは「Ver2.3q」を元に作成
していますが、本番のデータ作成時
には、必ず「見える化共通フォーマ
ット」の公式HPから最新版をダウン
ロードして利用してください。
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九州運輸局作業手順② 「01更新履歴」、「02自治体」、「03事業者」の入力

「01更新履歴」入力例

「02自治体」入力例

「03事業者」入力例

○ 「01更新履歴」、「02自治体」、「03事業者」の各シートについて、内容を入力します。

「ダイヤ改正日」には、現行のダイ
ヤを設定した日付を入力します。

「路線図、時刻表等リンク」には、自
治体HP等で路線図や時刻表を掲載して
いるページのURLを記入します。
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九州運輸局作業手順③ 「06停留所」の入力

○ 「06停留所」のシートについて、【素材１～３】を元に「停留所名称」「停留所名称かな」「経度」「緯度」を
入力します。その後、「メニュー」シートの「停留所ID自動セット」をクリックし、「停留所id」を付番します。

緯度と経度の入力順に
注意してください。

「メニュー」シートの「停留所ID自動セット
」ボタンを押すと、自動で付番されます。
※停留所idの自動セットは、停留所名称の入
力後に行ってください。

※「停留所id」は、本頁中央下の橙枠部に記
載のとおりのルールで付番されます。

時刻表を確認し、往路と復
路で別の標柱に停車する（
例：２車線以上の道で、往
路は左車線側、復路は右車
線側に停車する等）場合に
は、別の停留所として作成
があります。
※ただし、「停留所名称」
及び「停留所名称かな」
は同一となります。

【停留所idの付番】
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九州運輸局作業手順③ 「06停留所」の入力
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○ 「06停留所」のシートについて、【素材２】を元に「停留所名称英語」を入力します。

GTFSデータとしては任意の項
目ですが、Googleマップを利用
する外国人観光客等の存在を踏
まえると、入力することが望ま
しいです。
※国内検索事業者向けのGTFS-
JPデータとして公開する際に
は、必須項目となります。



九州運輸局作業手順④ 「05運行日」の入力

○ 「05運行日」のシートについて、【素材１】を元に「運行日名称」「除外日」を入力するとともに、運行する曜
日を選択します。また、【素材４】を元に「除外日」を入力します。

運行日を、ドロップ
ダウンから「○」を
選択することで入力
します。なお、取り
消す場合はdeleteキ
ーで削除します。

「入力コード用」欄は
自動入力されます。 除外日が複数ある場

合には、「除外」と
入力の上、該当日を
入力します。

特殊運行日、追加日及び除
外日は、日付をそのまま入
力するか、「年月日～年月
日」のように入力します。
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⇒ 【見本１】の状態となります。



九州運輸局作業手順⑤ 「路線シート」の作成

○ 「路線（原本）」シートを開き、「路線シート」を作成します。

「路線シート作成」をクリックします。
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九州運輸局作業手順⑥ 「路線シート」の入力

○ 作成された「路線シート」について、【素材１】を元に「「往路」通過停留所名」「標柱番号」「系統」及び各
系統の通過時刻を入力します。

起終点以遠の停留所
については、空欄の
ままとします。

ドロップダウンから
選択します。

通過バス停について
は、「↓」を入力し
ます。

「通過停留所名」及
び「標柱番号」を入
力すると、自動入力
されます。

系統番号の付番は、本
頁左下の橙枠部に記載
のとおりとします。

【系統番号の付番】

※起終点バス停、通過バス停が完
全に同じ便については、同一の
系統番号を付すことができます
（運賃データの入力の手間が一
部省けます。） 。

同一停留所に複数の標
柱がある場合、意図す
る標柱となるように「
標柱番号」欄を調整し
てください。
※本体験キットでは【
素材１】中に指定す
べき標柱番号を記載
しています。
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路線番号（10～99のうちの
任意の数）を入力します。

「停留所名」は、「停
留所」シートで設定し
た停留所名称を正しく
入力してください。



九州運輸局作業手順⑥ 「路線シート」の入力

○ 復路についても同様に、「「復路」通過停留所名」「標柱番号」「系統」及び各系統の通過時刻を入力します。
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⇒ 【見本２】の状態となります。



九州運輸局作業手順⑦ 「系統セット」の実行

○ 作成された「路線シート」において、「系統セット」を実行します。

「系統セット」をクリックします。
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九州運輸局作業手順⑦ 「系統セット」の実行

○ 作成された「路線シート」において、「系統セット」を実行します。

正しく「系統セット」が行われた場合に
は、「チェック」欄が空欄となります。
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九州運輸局作業手順⑧ 「04系統」の入力

○ 「04路線」シートについて、【素材１】を元に「検索結果に表示したい名称」を入力します。

正しく「系統セット」が行われた場合に
は、自動入力されます。

正しく「系統セット」が行われた場合に
は、自動入力されます。
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⇒ ステップ１が完了し、【見本３】の状態となります。



九州運輸局作業手順⑨ 「系統別時刻シート」の作成

○ 「メニュー」シートにおいて、「系統別時刻シート」を作成します。

「系統セット」をクリックします。
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九州運輸局作業手順⑨ 「系統別時刻シート」の作成

○ 「系統別時刻シート」が作成されます（特段の作業はありません。） 。
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九州運輸局作業手順⑩ 「運賃入力ファイル」の作成

○ 「メニュー」シートにおいて、「運賃入力ファイル」を作成します。

「運賃入力ファイルを作成」をクリックします。
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九州運輸局作業手順⑩ 「運賃入力ファイル」の作成

○ 「メニュー」シートにおいて、「運賃入力ファイル」を作成します。

「時刻（原本）」以外を
全てチェックします。

「いいえ」をクリックし、新
規ファイルを作成します。
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九州運輸局作業手順⑪ 「運賃入力ファイル」への運賃データの入力

○ 生成された「見える化運賃」ファイルを開き、【素材５】を元に「処理結果」以外のシートの全ての運賃を入力
します。

「処理結果」シート以外の全て
のシートに入力が必要です。
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⇒ 【見本４】の状態となります。



九州運輸局作業手順⑫ 「見える化運賃」ファイルのエラーチェック

○ 「メニュー」シートにおいて、「運賃に空欄があるかどうかチェック」を押し、「見える化運賃」ファイルに入
力漏れがないか確認します。

ダイアログに従い「見える化運
賃」ファイルを選択します。
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九州運輸局作業手順⑫ 「見える化運賃」ファイルのエラーチェック

○ 「メニュー」シートにおいて、「運賃に空欄があるかどうかチェック」を押し、「見える化運賃」ファイルに入
力漏れがないか確認します。

「見える化運賃」ファイルに入
力漏れがない場合には、ここに
何も表示されません。
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九州運輸局作業手順⑬ 「GTFS-JPデータ」の生成

○ 「メニュー」シートにおいて、「GTFS-JP 標準的なバス情報フォーマット」を作成します。

「GTFS-JP 標準的なバス情報フォー
マット を作成」クリックします。
すると「GTFSJP」というフォルダー
が生成され、当該フォルダー中に
GTFS-JPデータがtxtファイル（カン
マ区切りCSVファイル）として保存
されます。
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⇒ ステップ２が完了し、【見本５】の状態となります。

出力されたtxtファイル一式が、GTFS-JPデータです。



九州運輸局参考 生成した「GTFS-JPデータ」のエラーチェック

○ 生成された「GTFS-JPデータ」は、「駅すぱあとGTFS-JPデータチェッカー」を用いて簡易なエラーチェックを
行うことができます。（https://gtfs-check.ekispert.jp/download）
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https://gtfs-check.ekispert.jp/download


九州運輸局参考 生成した「GTFS-JPデータ」のエラーチェック

○ 問題なく作成できていれば、「エラーは見つかりませんでした。」というダイアログが表示されます。
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